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化学療法に伴 う喀出結核菌数の消長の観察方法について

亀 山 禧

国立東京第:一一病院内科一医長 小山善之

受 付 昭 和31年3月27日

緒 言

肺結核に対す る種々の療法の効果を判定する上に,胸

部X線 所見と同時に,喀 疾 中に喀出される結核菌の消長

が重要な意義を有し,こ とに近年諸種:の抗結核剤による

化学療法に際しては,経 過に伴 う喀出結核菌の消長 と,

耐性菌出現 との関係が論議せ られている。

一般に歯数の消長を簡単に知る方法としてZiehi-Ne-

elsenま たはZieh1-Gabe就 民法,あ るいは蛍光法による

塗抹検査が行われているが,こ れ らの塗抹検査を日常検

査 として在来の方法で行ったのでは,検 査の性質上信頼

性が少ないので,さ きに小酒井 ら1)は小川氏走塁培養法

を用いて1日 喀出生菌数を算定し,こ れがより合理的か

っ正確な方法 として,日 常検査に用いうる方法であるこ

とを提示した。

今回,私 は結核菌の検出率が高い蛍光法を用いた:塗抹

検査による観察成績と,定 量培養法により1日 喀出生菌

数を算定 した成績について比較検討を行った。

観察対象ならびに方法

(1)対 象はZie温Neeisen民 法で喀疾 中結核菌陽性の

肺結核患者21名,う ち,男 子17名,女 子4名 について化

学療法を行い,そ の経過をおって喀出結核菌の消長を観

i察した。
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た。

(3)次 に約7月 毎に艦艇24時 聞分 を採取 して,小 川氏

定量培養法を用いて1日 喀出生菌数 を求めた。

観察 結果

21例 の喀出結核菌の消長を大別すると次のようにT

された。すなわち蛍光法10視 野中の算定歯数の消長 と1

日喀出生菌数の消長がほぼ平行 している第1群 と,両 者

の消長が一致 しない第 鶏群とであった。

第1群 はさらに2っ の型に分けることがで きた。その

1は 化学療法の経過 とともに喀出結核菌は減少し9や が

て陰性化 した例で9図1は その代表例,図2は これに属

す他の症例である。9例 のうち,7例 は蛍光法で1・)10

個 内外の結核菌をしばしば検出した時期に,す でに生菌

は認められず,培 養陰性であった。この塗抹陽性 ・培養

陰性の時期における菌の染色力は著しく低下し,形 態は

短小あるいは顯粒状を呈して い た。 残 り2例 の うち,

1例(図2⑧)は 歯数が減じた時期に膿胸の増悪および

気管支痩を形成し,他 の1飼(図2⑨)は 肺区域切除術

を行ったので陰性化するまでの経過を観察できなかった

が,こ の群に属するものと考える。

その2は 化学療法の経過 とともに一時歯数が減少 した

後,再 び増加の傾向を示 した8例 であった。図3は その

代表例,図4は これに属す症例である。

第:1群 に属するものは4例 で,い ずれも蛍光法では比

較的に菌が多数認められるにもかかわらず培養陰性ない

しは塗抹所見に比較 して生菌数が少ない もので,そ の代

表例は図5に 示した。図6は この群に属す他の症例であ

る。
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結核菌の消長を観察してい るが,ζ れら報告に お け る

ZieMNeejsenあ るいはZie簾Gabe枕 民法はいず れ も

.100視 野 中の歯数を算定している。
ド　　　　ビ
ヨ　ヨモゆエ　　を　
鴨脚回._._..に われわれが 日常検査 として行っ て い るZiehL

Neels錐 民法を用いて従来のガフキー号数で表示する場

合は,成 績の変動が著しく,一 雄 の正しい傾向が把握し

難いことがしばしばであるが,蛍 光法を用いて塗抹方法

をできるだけ一定にし,か つ9頻 回行うときは,21例 中

17例 は両者の傾向が極めて近似 していた。

次に第1群,そ の1に 属した,9例 中7例 が治療の経過

とともに塗抹陽性 。培養陰性の一時期を経て両者ζも陰

性化 し,し か も塗抹陽性 。培養陰性の時期における菌の

形態や,染 色能に変化を認めたことは,喀 疾中に含まれ
ほ

る投与薬剤が培地に材料 とともに接種せられて菌の発育

を阻止す るために培養陰性のこともあるが,こ のような

第E群 ②～④ 時期には菌自体の生活九 発育力 も
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考 案

・喀出結核菌数の消長を蛍光法で検査するときは,他 の

塗抹法同様にその信頼性は少ないと考 えねばならない。

すなわち採取した喀疲の性状や,極 めて一小部分の材料

のみを選択的に用いる点,あ るいは塗抹手技等により,

24問 の全喀欝褻を均等化 して行 う定量培養法に転べて

変動が大きく,ま た,塗 抹でわれわれが観察している抗

酸性菌が果 して生菌であるか,死 菌であるか という疑問

がある。一:方,定 量培養では,生 活力の低下した菌が発

育しえないこと,あ るいは抗結核剤が喀庚 申に混入して

菌の発育を阻止する等の可能性が考えられ,こ れ らの点

に関しては未だ朗らかにされていない。このように両者

の観察方法は本質的に違った基盤に立ってい るの で あ

る。しかし241間 を通じて喀出される喀褻の うちn結 核

菌を含むその主な ものが早期に喀出されている場合が多

いと一般に考 えられているの◎ 早朝喀疾について塗抹

を行い01日 喀出生菌数 と比較することは意味のないこ

とではないと考 える。

勝木5)はZieLl-Gabeむt民 法,中 村4)はZieh1-Gabett

民 法および蛍光法,馬 場5)はZieh1-Neeヌsen民 法,小 酒

井6)7)は 定量培養による1日 喀出生菌数を算定する方法

を用いてそれぞれ使用薬剤に対する耐性菌出現と喀疾内

80110140日

光法で認められる菌がZ量eh1-Nee霊s-

en民 法,そ の他一般に行われてきた

種々の抗酸性菌染色法では認められ

ない ということはe三 友8),高 田9、,

中村4),馬 場 騒の らの報告に もあ

る如 く,染 色力や形態が変化するた

めに見逃されているので もあろう。

第1群,そ の2に 属した8例 は,
謙

前の9例 中7例 の塗抹陽性 ・培養陰性の時期に較べて,

おおむね染色能は良好でかつ,形 態的に も著明に変化 し

てしまわなかった。

第E群 および第1群,そ の1に みられた化学療法に伴

う菌塗抹陽性 ・培養陰性例についての細菌学的 な検:討

はaす でに報告ユ1)したので省略す る。

結 語

肺結核患者の化学療法に伴 う喀出結核菌数の消長を,

蛍光法10視 野 中の歯数 とe小 川氏定量培養法を用いて算:

覆する1日 喀出生菌数の両者の観察成績を比較した。

21例 中塗17例 はほぼ両者が一致 して増減を示し,他 の

4例 は両者の成績が一致はしなかったが,増 減の傾向は

ほぼ類:似していた。したがって,蛍 光法を用いて,そ の

手技をできるだけ一定にし頻回検査を行うならば,従 来

一般に日常検査 として行われている他の塗抹方法に較べ

て,喀 出結核菌i数の消長を比較的正確にaか つs短 時 日

のうちに知 ることができると考える◎

終りに細菌学的に御指導戴いた検査科小酒井望博士に

深謝する。

なお,本 論文の要旨は第33回結核病学会関東地方会に

おいて演述した。また本研究に要した費用の一部は厚生
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省治療研究費 「結核(耐 性)共 同研究班」 より補助を受

けた。
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